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岐阜県中部のごく狭い地域に見られる。

分布図

※生育地保全のため、広範囲の分布図を表示していま
す。

採取圧によるものが主な要因と思われる。

生育地の公表は慎重にする必要がある。

最近の分類ではナヨシダ科として扱われて
いる。
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エビラシダ Gymnocarpium oyamense  (Baker) Ching 絶滅危惧Ⅰ類

イワデンダ科

岐阜県では生育地、個体数共に極めて少な
く存続が危ぶまれる。

写真（荻山恒弘）

夏緑性で小型のシダ植物。根茎は長く這い
葉は単羽状深裂。胞子嚢群は円形～楕円
形。

やや標高の高い山地の湿度の高い岩上に
生育している。




